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【ここがイチオシ・本部自慢！】 
  豊かな人間性を培う１３の講座を体験 

【ここがイチオシ・本部自慢！】 
  個別の支援で学力アップ 

 

１ 実施状況 
対象学校  小林市立小林小学校・南小学校・小林中学校 

活動分野 学習支援活動・環境整備・学校行事 

【学校支援の取組】 
○読み聞かせ（通年） ○あいさつ運動（通年） ○登下校の見守り（通年） ○環境整備（通年） 

○田の管理支援（通年） ○部活動支援（通年） ○学習支援【講話、個別の学習支援、習字、家庭科】（通年）   

○校外学習の際の安全見守り（６月） ○体育授業補助（７月） ○戦争体験講話（８月）  

○伝統芸能指導（８・９月） ○運動会支援【救護】（９月）○高齢者とのふれあい活動（１０月） 

○体験活動講師（１１月） ○クラブ活動支援【茶道】（１２月） ○面接指導（２月）  

○地域コーディネーター（７）人  ○ボランティア登録数（１６２）人 

２ 特色のある取組の紹介 

① 「豊かな学びができる体験活動」 
 
 
 
○ 活動内容 

 小林小学校では、小林小まつりで４～６年生を対象に 13の体験講座 

を設定し、子供たちは自分の希望する講座を受講した。その中の１つ 

酪農体験では、本物の牛を見るのもさわるのも初めての児童が多く、ま 

ず牛の大きさにびっくりしていた。                 

 一人の児童が牛にふれると、次々に牛の背中や頭をなぜたり乳搾りをし

たりすることができ、最後には、牛との散歩までできるようになった。   

○ 事業を実施して（参加者等の声）                       

・ 牛が大きくて怖かったけど、乳をしぼると、温かくて気持ちがよかった。（児童） 

・ 間近で牛を見たりさわったりすることはないので、よい経験になったと思う。(保護者)  

② 「子供たちの学びを支える学習支援」 
 

 

 

○ 活動内容 

南小学校では、学習指導において、ボランティアの方が、支援を必要と

する児童に対して担任の支持の伝達や作業の補助等を、個に応じた支援を

行っている。事前に支援を行う曜日、時間、学級、担当者等を決めておき

計画的に学習支援を行った。 

○ 事業を実施して（参加者等の声）                  

  ・ 一斉指導で十分に支援が行き届かない児童に対して、学習効果を高め 

   ることができた。（教職員）                       【学習支援の様子】  

  ・ 子供たちの成長に少しでも協力できることを嬉しく感じた。（ボランティア） 

③ 「体育大会での救護補助」 
 

 

 

○ 活動内容 

小林中学校では、体育大会で５名の方に午前、午後に分かれて救護の補助をしていただいた。当日は気温が

高く、多くの生徒が体調不良になり、対応に追われることになった。 

○ 事業を実施して（参加者等の声） 

・ 天気がよすぎて、予想していた以上に生徒への対応に大変だった。（保護者） 

・ 看護師の資格を有している方にお願いしていくためには、早い段階での日程調整が必要である。（教職員） 

 

本部名：小林中学校区支援地域本部 

 

      連絡先：小林市教育委員会社会教育課 

      電 話：０９８４－２２－７９１２ 

      ＦＡＸ：０９８４－２３－９７００ 

【搾乳体験】 

【ここがイチオシ・本部自慢！】 
  保護者の資格を活かす 


